




 

 

 
 
 
 
         みんなあつまれ ～兵庫の青少年団体～  
 
 
    兵庫県ではいろいろな青少年団体が活動しています。  

百年以上も前に外国で誕生した団体。スポーツ、武道を育成活動の手立

てとして活動する団体。地域で子どもたちを対象に活動を展開する団体。

また海外との交流や国際理解に取り組む団体。青年事業者がスクラムを組

んで、地域や青少年の育成に貢献しようとする団体。その他様々な団体が、

いろいろな活動を通して青少年の育成活動、またその指導者の養成、さら

にその基盤となる地域づくりに積極的に取り組んでいます。  
 兵庫県青少年団体連絡協議会は兵庫県下、広域で活動している団体が中

心となり、1967 年（昭和 42 年）に発足し、今日に至っています。  
 この冊子では、協議会加盟の２３団体を紹介しています。関心のある団

体や活動がありましたら、ぜひお声かけください。また、公益財団兵庫県

青少年本部には本協議会の事務局があります。こちらのホームページ経由

でも、個々の団体情報にアクセスすることができます。  
 青少年の育成活動や団体活動に、いっそうの関心、そしてご理解をいた

だけましたら幸いです。  
 
 
 
 
             2019 年 4 月    兵庫県青少年団体連絡協議会  
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～ 青少年活動とは何か ～ 

 

  青少年活動、それは子ども・若者が、こころも、からだも、健康に育つために、行う

活動といえます。では、どのような環境のもとで心身ともに健康に育つのでしょうか。

子ども・若者は成長の時期には、家庭で養育され、学校で教育を受け、地域・社会で育

成されます。この養育、教育、育成が発育に応じて適切にバランスよく行われること、

体験できることが重要です。青少年活動とはこの「育成」に関係する部分となります。

近年は、家庭、学校とも連携する機会も増えてきています。    
      

◇子ども・若者を取り巻く今日の社会は  
今日社会は、多くの課題を抱え、さらに NET 社会、 I T 化、AI の進化は大きな変化

をもたらしつつあり、脚光を浴びる一方で、その影の部分も徐々に明らかとなっていま

す。そして、非行、暴力、犯罪、いじめ、ひきこもり、不登校、自殺 などの問題行動

が存在しています。このような厳しい社会のなかで、子ども・若者が、健全に、正しく

生きる、そして幸せになるために、青少年団体活動が長年にわたり大きな役割を果たし

てきました。  
◇こんな心や態度を身につけるために ～青少年活動のねらい～  

・美しいものや自然に感動する柔らかな感性  
・正義感や公正さを重んじる心  
・基本的な倫理観を尊重し、他人を思いやる心の優しさ  
・相手の立場でものを考え、共感することのできる温かい心  
・ボランティアなど社会貢献の精神を基盤とした実行力  
・自立心、自己抑制力、責任感、他者との共生や異質なものへの寛容な態度  

◇青少年団体が心がけていること  
・手間暇をかけて丁寧に育成する  
・チャレンジ (挑戦 )の精神を発揮する場を提供する  
・日常の暮らしに生きる喜びを感じるプログラムを提供する  
・“もったいない”の心で４R を実践するプログラムを提供する  

Refuse（断る）、Reduce (減らす）、Reuse（再利用する）、Recycle（資源再利用）  
◇いろいろな“体験”を通して“生きる力”を養うこと  
  青少年活動を進める上で、例えばキャンプはよく実施されるプログラムの一つです。

自然のゲレンデでチャレンジと工夫、さらに日常生活を仲間と楽しみながら非日常体験

に取り組む。豊かな心、協調性、相互理解力、自己表現力、主体性、チームワーク、感

動する力など、いろいろのスキルが学べます。そこから、感謝、敬意の心、チャレンジ

精神、創造性など、実感して身につける本物が生まれ、正に”生きる力”ともなります。

これらは、青少年団体が実施する「人や自然」から学ぶこと、「実際体験」や「本物」に

接することに重点を置いたプログラム活動から体得する技と心がその根源であり、成長

の糧となります。  
青少年活動はこうした体験をグループ活動、仲間との体験を通して学びます。  
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一般社団法人 兵庫県子ども会連合会 

 一般社団法人 兵庫県子ども会連合会は、県内市町子ども会の連合体として、子ども会の

振興を図り、その活動を通して、子どもの社会性、協調性、市民的特性を養い、子どもの

健全育成及び子どもの健康の保持増進に寄与することを目的としています。 

  「子ども会」は、明治 5 年(1972)「学制」の頒布以前から地域に存在していた「子供組」 

が源流の一つともいわれています。1947 年制定の「児童福祉法」や兵庫県児童課による子 

ども会育成の検討により、兵庫県社会福祉協議会・県児童課・県教育委員会社会教育課 3 

者協働で地域子ども会の組織化が進みます。こうした兵庫県独自の体制のもと、1953 年に 

兵庫県子ども会連絡協議会が発足、2012 年に一般社団法人として法人移行しました。 

 兵庫県内には各地域で活動する単位子ども会をはじめ、こうした活動を支えるために、 

市・町子ども会、ブロック子ども会があります。 

 子どもを育成・指導する若者や大人が学び、その学びを 

地域での活動に活かす循環型の事業として「夢のある地域 

(まち)の未来」をみんなで築くために、子どもの手による 

子ども会づくり支援事業、オセロ大会、キャンプ、まちあ 

るきなどの体験活動事業の推進、プレイ・オブ・チルドレ 

ンの普及、育成者研究集会、集団指導者研修会ほか様々な 

事業を展開しています。 

 

日本ボーイスカウト兵庫連盟 

ボーイスカウトは、社会に役立つ健やかな青少年を育成する世界的な教育運動です。 

この運動は 1907 年にイギリスのブラウンシー島で、創始者であるロバート・ベーデン-

パウエル卿が 20 人の子どもたちと行った小さなキャンプが始まりです。子どもたちの旺

盛な好奇心や冒険心に応える活動を通して、自立心や協調性、リーダーシップを身につけ、

心身ともにバランスのとれた人格の形成を目指しています。 

 現在、世界では 162 の国と地域で 4,000 万人参加、日本では 98,000 人、兵庫県では 6,200

人のスカウトが活動しています。年齢別にビーバースカウト(小学 1～2 年生)、カブスカウ

ト(小学 3～5 年生)、ボーイスカウト(小学 6～中学 3 年生)、ベンチャースカウト(主に高     

校生年代)、ローバースカウ 

ト(18～25 歳)に分かれ、年齢

の異なる子どもたち 6,7 人で

グループ(組・班)をつくり、

野 外 活 動 を 中 心 に 環 境 問 題

や国際貢献活動など、さまざ

まな取り組みを通して、「前

に踏み出すこと」「考え抜く

力」「あきらめない心」「チー

ムワーク」など、社会で求め

られる力を育んでいます。 

 指導者も野外活動の技能向上や安全管理などの研修に努め、青少年の健全な心と体の育 

成に貢献したいと願い、活動しています。 
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一般社団法人 ガールスカウト兵庫県連盟 

ガールスカウトは 1910 年にイギリスで創

設以来、現在 150 の国と地域に約 1,000 万人

の会員が活動する、世界最大の社会教育団体

です。日本では 1920 年に活動が始まり、兵庫

県は 1861 年 11 月 23 日に発足しました。少

女と若い女性の可能性を最大限に伸ばすこと

を目的に、少女と女性の視点に立って、自ら

の手でよりよい社会・未来を創っていくこと

を目指して、自然をフィールドにした活動、

地域に根付いた活動、世界とつながる活動な 

ど年代に応じた体験活動をしています。少女会員には育成目標があり、テンダーフット（就

学前 1 年）、ブラウニー(小学 1～3 年)、ジュニア(小学 4～6 年)シニア(中学生)、レンジャ

ー(高校生年代)まで、「自己開発」「人とのまじわり」「自然とともに」の 3 つを教育のポイ

ントとしてその年代に適した活動を体験することができます。ガールスカウトの活動を通

じて、自分たちでやりたいことを見つけ、仲間と成し遂 げる力、積極的に人と関わる力、

挑戦しようとする力を身につけたことを生かしてチェンジエージェント〔変化の担い手〕

として活動しています。県内には活動単位である「団」が 45 カ団あり、各地域の特色を生

かした奉仕活動、交流活動や野外活動等様々な活動を展開しています。兵庫県連盟の事業

では「連盟キャンプ」、「ふれあいフェスティバル」、「ふるさと塾」等へ地域の人たちとの

交流を目的にガールスカウト体験集会等への参加を毎年呼びかけています。 

 

一般財団法人  野外活動協会 (OAA) 
Outdoor Activities Association は勤労青少年の育

成と職場定着が当時、大きな社会課題だった 1960 年

に設立された青少年育成団体です。1966 年に財団

法人化、そしてその活動の拠点として 1968 年に

ＯＡＡはりまハイツを開設、今日では職域のみなら

ず、地域の青少年育成やその指導者の育成に取り組

んでいます。ＯＡＡではリーダーシップ(指導理念)

とプログラム(実際活動)を常に検証しながら、次代

を担う青少年を、これからも育ててまいります。 

◇子ども・若者育成事業：社会人青年男女(会員)を対象に山登り、ハイキング、里山キャ

ンプ、登山ツアー、テニスクラブ、テニスツアーなどを、子どもや家族を対象に田舎生

活体験キャンプ、山里キャンプ、スキーキャンプなどを行うとともに、それらのプログ

ラムの企画運営に関わる、大学生リーダー(委嘱制)の養成も行っています。  
◇社会人、生活人育成とその指導者の養成事業：職域、地域で開催される研修会、講演会

へ指導者、講師の派遣を行っています。 

◇はりまハイツ運営事業(加古川市日岡山)：事業所や各種団体の集会や宿泊研修、また青

少年のスポーツ、音楽などの合宿や野外活動も楽しめる施設の運営に取り組む一方、施

設では、子どもや家族を対象としたキャンプを企画開催、さらに地域の青少年育成事業

として、プレーパーク、通学合宿、日帰りファミリープログラム等を実施しています。 
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公益財団法人 神戸ＹＭＣＡ 

神戸 YMCA は、キリスト教精神に基づき、兵庫県の青少年等の心身と人格の健全な向上を

図り、奉仕の精神を養い、もって民主的社会の発展に寄与するとともに、世界の平和に貢

献することを目的とし、活動を行っています。 

神戸 YMCA のあゆみは、1886 年に「神戸基督教徒青年会」として設立され、キリスト教

を基盤とした文化や教育の活動を始めました。1909 年に兵庫県より財団法人として認可さ

れ、2011 年には公益財団法人へ移行しました。「学校法人神戸ワイエムシーエイ学園」は

1964 年、「社会福祉法人神戸 YMCA 福祉会」は 1988 年に設立されています。 

神戸 YMCA の願いは、すべての「いのち」が光り輝くように、これを守り育てます。その

ための活動に世代を超えた市民の参加を求め、その活動を 

通して新しいコミュニティを創造することです。 

神戸 YMCA の活動は、互いを認め合い、高め合う『ポジティブ

ネット＊』のある豊かな社会を創り出すことをめざしています。

YMCA を通して、会員、市民、ボランティアが、年齢、性別、国

籍を越えた出逢い、つながり、一人ひとりが前向きなチャレン

ジのできる場として磨き上げられ、整えられ、次の世代へとそ

の使命が引き継がれるよう『ポジティブネット』を広げてまい

ります。 

＊ポジティブネットとは「互いの存在や個性を認め合い、高

め合うことのできる、善意や前向きな気持ちによってつながる

ネットワーク」を意味する新しい言葉です。 

 

 

公益財団法人 神戸ＹＷＣＡ 

 YWCA(ワイ・ダブリュ・シー・エー/Young Women's Christian Association)は、キリス

ト教を基盤に、世界中の女性が言語や文化の壁を越えて力を合わせ、女性の社会参画を進

め、人権や健康や環境が守られる平和な世界を実現する国際 NGO です。1855 年に英国で始

まり、今では日本を含む 120 あまりの国で、約 2,500 万人の女性たちが活動しています。

日本では、24 の地域 YWCA と 37 の中学・高等学校 YWCA が活動しています。 

 神戸 YWCA は 2020 年に創立 100 周年を迎えます。海外に移民する女性のための語学と生

活習慣の訓練所を開設し、彼女たちの自立と社会参加をサポートしたことがスタートでし

た。外国語教育や外国人への日本語教育には早くから専門的に携わっており、多文化共生

に重点をおいた語学教育を進めています。 

 阪神淡路大震災の経験により地域社会と密接なつながりが生まれ、配食や介護サービス

など、福祉の面でさまざまな活動が誕生しました。現在の神戸 YWCA のすべての活動は、平

和環境づくりの視点に立って、一人ひとりの人権が尊ばれ差別のない社会を作り出すこと 

を目標に続けられています。 

 YWCA は世界とつながっています。 

世界の YWCA のネットワークを生か 

して、地球的規模でかつ女性の視点 

で、さまざまな問題に包括的に取り 

組んでいます。世界中の素敵な仲間 

との出会いを通して、あなたの夢を 

実現しませんか？ 
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兵庫県青年洋上大学同窓会 

昭和 46(1971)年に全国で初めて、地方自治体が主催する海外研修船として「第１回兵庫

県青年洋上大学」が実施されました。その参加者たちが研修中に学んだことを地域社会に

還元し、かつ会員相互の交流をはかろうと、昭和 47(1972)年 5 月 28 日に設立されたのが

「兵庫県青年洋上大学同窓会」です。会員数は約 1 万名。兵庫県青年洋上大学(32 回)、兵

庫県勤労青年洋上大学(4 回)、近畿青年洋上大学(23 回)、 

兵庫県青年洋上大学海外養成塾に参加したすべての洋上 

大学生を会員とする青年団体です。 

◇青少年活動 

  毎年新しく仲間入りする洋大生の事前研修・壮行会・

事後研修等や、市民のみなさんを対象にしたキャンプ、

映画ドラマなどのロケ地・撮影所を巡るツアー等の企

画運営を行っています。 

◇社会福祉活動 

 福祉講習会の開催や、がん患者支援・がん征圧チャリティイベント「リレー・フォー・

ライフ」への協力、「神戸マラソン大会」への協力などを行っています。 

◇国際交流活動 

  県内在住の外国の方や留学生を招いての、サロン、交流会の企画、開催や、洋上大学訪

問地に辞書を贈る運動として「洋大基金」などを行っています。 

 

 

兵庫県少林寺拳法連盟 

 少林寺拳法とは 1947 年(昭和 22 年)、日本において宗道臣が、自身の体験から、リーダ

ーの質によって、集団や社会の方向性が大きく変わるという真理を悟り、平和で豊かな国

を作るには、正しいリーダーシップを発揮できる人間を一人でも多くつくる以外にないと

決意し、「人づくりによる国づくり」を標榜して創始した、人づくりの“行”です。 

 自分の身体と心を養いながら他人と共に助け合い、幸せに生きることを説く「教え」と、

自身の成長を実感しパートナーと共に上達を楽しむ「技法」そして、その教えと技法を遊

離させず、相乗的なスパイラルとして機能させる「教育システム」が一体となっています。 

 人間は生まれながらに、どのようにも成長していける可能性を秘めています。少林寺拳

法は、その可能性を信じて自分を高め続けられる人、周囲の人と協力して物心両面にわた

って豊かな社会を築くために行動できる人を育てています。 

 創始以来、延べ 180 万人の拳士が登録され、現在国内では 2,800 支部。世界 40 ヵ国で

日々10 万人の現役拳士が活動しています。兵庫県では毎年県大会を開催し、また、秋には

各地の予選を勝ち抜いて来た拳士が集い、全国大会が開催されています。なお、4 年に一

度、世界大会が各国持ち回りで開催され 

ています。 

昨年、少林寺拳法は創立 70 周年を迎え、 

今年は 71 年目の年を迎え「半ばは自己の 

幸せを半ばは他人の幸せを」を願って全国 

の拳士一動が活発に活動を続けています。 

お近くの活動場所は「少林寺拳法公式ホ 

ームページ」に掲載されています。是非一 

度のぞいてみてください。 
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兵庫県モラロジー青少年団体連絡協議会 

本協議会は、1926 年に法学博士・廣池千九郎が創建した生涯学習・累代教育団体である

公益財団法人モラロジー研究所の地方組織として設置され、協議会内の青年組織の総称で

ある「兵庫県モラロジー青少年団体連絡協議会」の名称で青団連に加盟しています。 

私たちは、青少年が仲間と切磋琢磨しながら、生涯・累代にわたって自己の品性(道徳性)

を高めていけるように、道徳の学習と具体的な社会貢献活動を通して、心身ともに成長で

きる機会を提供していきたいと考えています。ひとりひとりの「人づくり」が累積して、

明るい「社会づくり」に繋がるように、これからも歩みを進めてまいります。 

学校にて生徒児童から家族へ感謝のハガキを募集し 

ハガキによる心のキャッチボールを通して生きる力の

源である“家族の絆”を各家庭で深めることを狙いと

する『家族へ思いを届けようプロジェクト』世代交流

と生涯学習をテーマに青少年の異世代コミュニケーシ

ョンを図る『学生生徒児童合宿セミナー』や『青年セ

ミナー』などの取り組みに加え、各地の青年クラブは

地域ボランティアセンターに登録し、災害時には青年

ボランティアチームを組んで活動するなど、いま自分

たちに出来る学びと活動を自ら考え、推進しています。 

 

兵庫県世界青年友の会 

1968 年、海外に出かけるのが夢のまた夢の時代に兵庫県世界青年友の会は設立されまし

た。親善使節として諸外国に派遣された青年達は海外で得た経験と感動と共に帰国し、次

は自分達が諸外国から派遣される青年達を受け入れるのが使命と感じたのが始まりでした。 

海外からの訪日も珍しい時代、外国政府派遣の青少年代表団の受け入れが主な活動。日本

をもっと知って欲しい、日本人も海外の方々ともっと交流して欲しいとの思いでした。 

その後時代は変化し、旅行や仕事で海外に行くのは当たり前、海外からも多くの方々が

来日するようになり、現在は JICA 研修員、留学生、日本語学校生徒の方々との世界の料理

会、ハイキング、地域の左義長や夏祭りに参加、日本語による在県外国人とのディスカッ

ション「兵庫国際フォーラム」などが主な活動です。 

今、街には外国人観光客が目立ち、留学生たちは日本語を使ってコンビニなどで働き、

外国人は特別な存在でなく、異なる文化を有する OTONARI さんです。 

言語・文化・歴史・習慣など違いがあっ 

て当たり前、違いを認めあい尊重しあえば 

同じ人間、一個人として共生する事ができ 

ます。 

時代が変化しても、私達は設立当初から 

の理念である草の根交流・個々のフレンド 

シップこそが「国際交流」の基本と信じて 

います。皆さんが思っているほど壁は高く 

ありません、一緒に OTONARI さんと楽しく 

共生する草の根交流をしませんか？ 
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一般社団法人 神戸国際支縁機構 

 神戸国際支縁機構（KISO）は、神戸市垂水区に事務所を置く法人で、2001 年 10 月 7 日、

米国ニューヨークの同時多発テロ勃発を契機として、戦争、震災などで傷ついた人々と共

生・共苦するために小さな働きを始めました。 

 2011 年 3 月 11 日東日本大震災が発生、機構は宮城県石巻市渡波(わたのは)の人々との

共生を開始。自然生態および人の暮らしの回復のため、「田・山・湾の復活」を旗印に農・

林・漁，沿道整備、傾聴ボランティアを毎月実施。宮城県だけでなく災害発生した丹波水

害、鬼怒川水害、熊本・大分地震、北九州松末(ますえ)水害、西日本豪雨、北海道地震な

どに炊き出し、傾聴ボランティアに急行。さらに国境を渡河して孤児のため、バヌアツ、

ネパール、ベトナムなどに赴いています。 
 

◇海外の孤児施設のため「カヨ子基金」を創設 

  海外被災地の 9 か所で養護施設運営(2018 年末)。 

里親からの支縁。  

◇「田・山・湾の復活」 

被災者、単身の高齢者、仕事をなくした中高年者と 

「共生」。新しい縁作りに収穫祭、農・林・漁の人 

々との傾聴は息を吹き込みました。被災地の人々の 

笑顔が戻り始めました。 

◇災害地域に支所 

  宮城県石巻市、熊本支部、岡山支部の復興拠点、バヌアツ支部、ベトナム支部、ネパー

ル支部、シリア支部などの「カヨコ・チルドレン・センター」にも民族、思想、宗教を

乗り越えて現地の若者たちが仕え、現地の報道でも注目されています。 

 

特定非営利活動法人 生涯学習サポート兵庫 

SHOSAPO(NPO 法人生涯学習サポート兵庫)は、乳幼児から高齢者まで幅広い年代の人に対

して生涯学習の普及を行っています。本当の「まなび」はそれ自身に楽しみがあり、体験

することで得られるものと考え、多くの「まなび」が隠された独自の「体験プログラム＝

あそび」のチカラを、広く伝えることを大切にしています。 

特に仲間づくりや自分の役割探し、命の大切さなどを自ら考える無人島一週間自給自足

生活「チャレンジアイランド」、失敗や挫折を経験しながら、目標を一つひとつ達成してい

く兵庫県リアカー縦断「チャレンジウォーク」など、生きるために必要な力を身につける

プログラムを毎年実施し、健全な青少年育成に力を入れています。 

近年では若者の社会力低下にも着目し、キャンプで培った「あそび」の部分を抽出し応

用させながら、次世代を担う若者にその必要性を伝えるための研修も数多く行っています。 

また、各種体験型プログラム、地域に根差

した活動など幅広い年齢層に対応した子ど

も・ワカモノ支援活動への取り組み、また青

少年指導者の育成事業や、子ども向けキャン

プに加え、東日本大震災の支援活動、子育て

団体等の中間支援的な事業展開が評価され、

平成 26 年度に「子どもと家族・若者応援団表

彰」にて内閣特命担当大臣賞を受賞しました。 
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一般社団法人 いえしま自然体験協会 
いえしま自然体験協会は地元家島町の人たちと共に『家島の豊かな海の自然、島の自然

の中、家族や仲間が集い、様々な体験を通して、豊かな心を育むこと』を理念とし、兵庫

県立いえしま自然体験センターを運営しています。  
（姫路港より定期船にて約 40 分  姫路市家島町西島に立地）  
いえしま自然体験センターには、輝くばかりの青空や煌めく星空、きれいな海のもとで、

愉快な仲間、語り合う家族、風や光と戯れる子ども達、煙に包まれながら、懸命にご飯を

炊く若者達、海で歓声を上げる人たちがいます。ヨット、カヌー、カヤック、シュノーケ

ル、釣り、海水浴、野外炊事など様々な体験活動ができます。また、ここではボランティ

アの青年リーダーも協力して、様々な主催事業が年間 20 回程度、開催されます。もちろ

ん、そのためのリーダートレーニングも実施します。（親子キャンプ、無人島に生きる、キ

ッズキャンプ、漁業体験学校などを実施）高校生、大学生のリーダー、目指していただけ

る方はぜひ、お声をかけて下さい。  
いえしま自然体験センターでは、新鮮な  

魚介類など豊かな海の幸を味わうこともで  
きます。また、収穫の実際を体験する漁業  
体験や様々な海や島の自然にふれるプログ  
ラムも体験できます。  

ここはテレビもなく携帯も圏外に、そう  
した環境ならではの生活体験も意外と新鮮  
で魅力的です。人間のくらしの原点、人と  
しての息吹もちょっぴり取り戻せる、そん  
な場所で、様々な体験と思い出を一緒に作  
ってみませんか。  
 
 
 

兵庫県ユースホステル協会 

ユースホステルは、1912 年ドイツで生まれた世界的な「旅の宿」のネットワークです。

だれもが安全で楽しく、そして経済的に旅が出来るように考えられたものです。現在、世

界 90 の国と地域に約 3,800 ヶ所、国内には北海道から沖縄までに約 200 ヶ所のユースホ

ステルがあります。 

ユースホステルは、誰でも気軽にご利用いただ

ける宿泊施設ですが、ユースホステルの会員にな

ると国内・海外のユースホステルをお得な会員価

格でご利用いただけます。 

また、ユースホステルの会員証で世界各国の文 

化施設(美術館、博物館など)の入場料、交通機関 

(鉄道、飛行機、高速バスなど)、体験プログラム 

などの「旅」に直結するサービスの割引や特典を 

受ける事が出来ます。満 4 歳から上限の年齢制限 

はなく会員になれ、宿泊は、一人旅からグループ旅行や家族旅行まで対応しています。      

兵庫県では、国内外の地理、文化、歴史などの知識の習得をする「歴史ハイク」やユー

スホステルに宿泊して見聞を広める「ホステリング」などの事業を開催し、旅に自信のな

い人への参加を募っています。 

旅の魅力は、自らが計画し、自らの力で行う旅をする事。未知なものへのあこがれであ

るとともに、何ものかとの「出会い」への願いが込められていると思います。 

ユースホステル協会では、こうした旅を行う人たちへの支援や相談を行っています。国

内外を問わず相談に応じております。新しい出会いを求めて旅に出てみませんか。 
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一般社団法人 神戸青年会議所 

私たちは、多種多様な業種で構成された青年経済人が集う集団です。神戸青年会議所は、

2018 年で設立 60 周年を迎え、これまでの歴史の中で、約 24 万人が来場するみなとまつり

の主催、神戸のまちを走るシティ・ループバス、また神戸空港の開港に向けた運動など数

多くの事業や活動を提案してきました。さらに私たちは青少年育成事業の構築にも力を入

れており、2017 年度は『防災フェスティバル 2017 家族と地域で学ぶ自助・共助』として、

みなとの森公園にて、子どもたちに火おこし体験や非常食体験、起震車による地震体験な

どを実際に体験してもらいました。 

また、2018 年度には『つながる魅力創造事業』と題する年間事業を行い、5 月には神戸

の学生が、在神企業の魅力と神戸のまちで働く魅力を自ら考え、自身の将来設計や目標設

定を具体化してもらうことを目的としたセミナーを開催、約 400 名が参加しました。また

9 月には 16 社の在神企業と約 60 名の学生がグループに分かれ、その在神企業の未来のキ

ャッチコピーを考える事業を行いました。 

私たち神戸青年会議所は、これからも神戸のまち

をより良くするために、また神戸のまちを愛し誇れ

る青少年を育成するために事業を展開し続けます。

2019 年度は、神戸のまちではじめてラグビーワール

ドカップが開催されます。この開催を機に、神戸の

未来を担う子どもたちが、夢を描ける事業を計画し

ています。 

 

 

公益社団法人日本青年会議所近畿地区兵庫ブロック協議会 

本年度 2019 年、当協議会では、ＳＤＧｓを兵庫県下に推進してまいります。ＳＤＧｓ

は 2030 年に向けて国連サミットで採択された「持続可能な開発目標」として 17 の大きな

目標とそれを達成するための 169 の具体的なターゲットから構成されています。  
当協議会はＳＤＧｓを率先推進する団体としてＳＤＧｓの重要性を伝播し、兵庫県内で

活動する 25 の青年会議所がＳＤＧｓの理念に基づいて事業を行い、地域課題の解決を通

じて各地域でイノベーションを起こす起点とすることで誰もが挑戦できる幸せな兵庫を創

造します。  
６月１日には「第 5 回ＪＣカップＵ－１１少年少女サッカー兵庫予選大会」を開催いたし

ます。小学校５年生以下を対象に各地域の子どもたちにスポーツを通して、互いに切磋琢

磨し、また単純に勝ち負けを競うだけではなく、互いを思いやり、敬意を抱く「グッドル

ーザーの精神」を養うことを目的とした大会を実施致します。  
そして 9 月 7 日には「第 52 回兵庫ブロック大会三木大会『若い我らでより良き兵庫を

切り拓け』  ～できっこないをやらなくちゃ～」  
を開催致します。大会テーマに「叶夢（かなめ）」  
を掲げ、現役青年会議所メンバーが夢を実現させ  
るために真摯に取組み、次の時代を担う若い世代  
に「夢」を託すことで、メンバーと兵庫県民の皆  
様が協働して夢を叶えることに挑戦するブロック  
大会を構築します。兵庫県民の皆様の心を動かし、  
明るい兵庫の実現へと繋げていきます。  
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兵庫県スポーツ少年団 

１ スポ－ツ少年団の特色 

  地域における子どもたちの活動にはさまざまな団体が「青少年の健全育成」という目

的をもって活動していますが、スポーツ少年団ではスポーツを通した活動が主体となっ

ている点が特色です。 

２ 兵庫県スポーツ少年団の活動(2018 年度事業から) 

①  各種大会開催事業 

  ア 近畿ｽﾎﾟｰﾂ少年大会(国立淡路青少年交流の家)8 月 

  イ ジュニア・リーダー養成講習会 
(県立嬉野台生涯教育センター)1 2月 

  ウ 県総合競技大会(ウインク武道館 他)1 1～1 2月   

エ 県交歓大会(県内各地)5～2 月 

  ※2019 年度は「第 41 回全国スポーツ少年団軟式野球交流大会」を開催 

 ②指導者養成事業 

  ア スポーツリーダー養成講習会兼スポーツ少年団認定員養成講習会 

            (県立総合体育館 ウインク武道館) 1 月、2 月 

  イ リーダー会育成事業(兵庫県民会館 他)         4～2 月 

③国際交流事業 

  日独スポーツ少年団同時交流事業(受入：猪名川町）     7～8 月 

※ドイツ連邦共和国 ニーダーザクセン州(派遣：団員 2 名)7～8 月 

 ④表彰事業 

  ア 日本スポーツ少年団顕彰事業（市町、功労者、退任者） 

 ⑤各種派遣事業 

  ア 全国スポーツ少年大会(茨城県)8 月 イ 全国競技別交流大会(長崎県他)7～3 月 

  ウ 近畿競技別交流大会(奈良県 他)7～1 月 

 ⑥市町スポーツ少年団補助事業 

  市町スポーツ少年団活動の交流会・研修会等の実施を支援しています。 

 

兵庫県青年国際交流機構 

日本青年国際交流機構(International Youth Exchange Organization of Japan 略

称 IYEO)は、1959 年度から始まった内閣府が行ってきた青年国際交流事業の既参加

青年で組織されており、兵庫県青年国際交流組織は、兵庫県に住む既参加青年で構成

されています。 

内閣府が行ってきた青年国際交流事業には「青年海外派遣」「青年の船」「東南ア

ジア青年の船」「日本・中国青年親善交流」「日本・韓国青年親善交流」「世界青年

の船」「国際青年育成交流」「青年社会活動コアリーダー育成プログラム」などが挙

げられます。 
 

内閣府の行う青年国際交流事業の周知を図 

り将来、社会で活躍する青年たちに、国際交 

琉事業に参加してもらい、将来、社会でリー 

ダーシップを発揮し、地域のニーズに合った 

貢献ができる人材育成を目指しています。 
 

地域の国際交流活動の振興に寄与し、内閣 

府の行う青年国際交流事業の地方受け入れプ 

ログラムでは、経験を生かし、外国青年と地 

域の青年等との交流事業などの国際交流プロ 

グラムを作り上げることが主な活動内容です。 
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兵庫県商工会青年部連合会 

 兵庫県商工会青年部連合会は、1967 年 9 月創立、2017 年に 50 年目の大きな節目を迎え

ました。県内はもとより近畿や全国の青年部ネットワークを活用し、各種研修事業や交流

事業、地域イベントへの参画・協力を通して、地域経済を支え、地域活性化のキーパーソ

ンとして活躍しています。 

今後も青年部のキャッチフレーズである推進力、心の衝動、刺激を意味する「Impulse」

のもと、厳しい時代を乗り越え、仲間とともに希望が持てる未来を切り開いていきます。 

商工会青年部は商工会を形成する一部会で、商工会事業を積極的に推進すると共に、地

域経済の次代を担う若手経営者、また後継者の資質向上並びに地域の振興・発展、福祉の

増進、新しいまちづくりに取り組む組織です。商工会の会員たる商工業者(法人にあっては

その役員)またはその親族や後継者と認められる者であり、かつ、その会員の営む事業に従

事する、満 45 歳以下の青年(男女)で構成されています。全国に 1,634 部、46,351 人の部

員を有しており、県内では 27 部 1,469 人が 

所属しています。商工会は、主として市町村 

における商工業の総合的な経営の改善発達を 

図るとともに、社会一般の福祉の増進に資す 

ることを目的に、法律に基づいて設立された 

「特別認可法人」です。全国で 1,700 を超え 

る商工会が設立されており、商工業者の経営 

支援や地域の活性化を図るための様々な活動 

を行っています。 

 

兵庫県連合青年団 

 1950 年(昭和 25 年)1 月、戦後の荒廃と虚脱感の中から郷土の復興と民主主義を目指し、

兵庫県連合青年団が結団しました。終戦から 70 年以上が過ぎた現在も、全国の市町村の半

数近くに青年団があり、約 10 万人近くの青年団員がいると言われています。兵庫県におい

ても、現在も地域において引き継がれた新たな組織が活動を担っています。 

 かつては、集落単位で組織されていたのが青年団の原型と言われています。地域の祭事

の時だけ集まり、その準備や運営、また参加するものも含まれます。自治会(町内会)の「青

年部」という位置づけで、青年団と称されている地域もあります。 

 しかしながら、青年団活動は、高度成長期の青年層の都市部への流出傾向のなか、地域

に根づいた青年団活動は困難となり、地域外への移転や通勤青年が増え、兵庫県連合青年

団のみならず、全国的に青年団の存続が困難になりました。 

 この状況は、近年「青年団」のみならず、地縁団体でもある「子ども会(少年団）」「婦人

会」「老人会」なども、全くの任意団体であることから、生まれてから育ちゆく中で、当然

のように加入していた地縁団体に加入しない選択をする人も増え、こうしたいわゆる社会

教育団体の存続が危機的な状況を迎えるに至りました。 

 「平成の大合併」と言われた市町村合併は、青年団を含め、地縁団体にさらに大きな影

響を与えました。他ならぬ青年団も合併が必要となり、その協議・調整の労力、自治体か

らの助成も困難となり、地縁団体への参加加入が緩やかながら下降線をたどるようになり

ます。しかしながら、これらの状況下においても、兵庫県内に「子ども会」「青年団」「婦

人会」「老人会」がなくなった訳ではなく、私たちも、「地域のために」「明日の兵庫のため

に」と地域の個性や伝統を生かした活動を継続しています。 

 地域の自治力を上げていく上では、本団のみではなく、地縁団体が一丸となって、地縁

団体の再構築を真剣に考えていく時が、今なのではないでしょうか。 
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兵庫県ＢＢＳ連盟 

BBS(Big Brothers and Sisters Movement)は、少年少女世代のいわば兄や姉のような存

在として、一緒に悩み、一緒に学び、一緒に楽しむボランティア活動です。昭和 22(1947)
年 2 月 22 日、京都の学生の投書が契機となり、「京都少年保護学生連盟」が生まれたのが

スタートと言われています。現在は全国で約 4,700 人の BBS 会員が、それぞれの地域で少

年少女たちとの交流や、非行のない社会環境づくりのための活動を展開しています。  
活動内容としては、「ともだち活動」「グループワーク」「社会参加活動への参加協力」「非

行防止活動」「研鑽活動」があります。  
具体的には芦屋の海洋体育館にてカヤックの活動、須磨水族館の職員見学会で飼育現場

を見る活動、神戸ワイナリーBBQ 場での対象者との交流会、料理教室グループワーク、自

然豊かな六甲山や須磨離宮公園の散策およびレクリエーションなど、地域の自然や施設を

生かした活動を通して少年少女たちとの交流等を行っています。また、警察の方々と啓蒙

活動としてビラ配りや詐欺犯罪の寸劇、安全バ  
ッチ配布活動をするなど、地域行政との連携も  
大切にしています。そして、これらの催しを各  
地区内だけで企画し取り組むだけでなく、他地  
区同士でも互いに参加し合うことを通して、兵  
庫県内の会員との交流も大切にしています。  

今後も定期的に開催している理事会にて状況  
の報告を行い、地区会同士の連携を深めながら、  
非行のない社会環境づくりに貢献してまいりた  
いと思います。  
 
 

一般社団法人 神戸フットボールクラブ(KFC) 

KFC は兵庫県におけるサッカーの普及振興と青少年の健全な育成、そして生涯スポーツ

の実現を目指し、1970 年に前身の「兵庫サッカー友の会」より法人化しました。2020 年で

クラブ創立 50 周年を迎えます。 

KFC では 4 歳の幼稚園児から 90 代の壮年の方まで、約 750 人の会員がそれぞれの年代で

チームを編成し、老若男女誰もがサッカーを楽しめる組織になっています。これからもス

ポーツの楽しさ、サッカーの素晴らしさを伝えていきます！ 

その中でも 4 歳児から小学 6 年生までのサッカーに興

味のある人なら誰もが入れる神戸少年サッカースクール

を運営しています。毎月無料体験練習会を実施し、いつ

でも入学できるようになっています。また、平日の季節

ごとに回数を設けて活動をしているアカデミーも実施し

ており、そこでは『もっとサッカーが上手くなりたい』

選手たちがボールを蹴っています。クラブではホームペ

ージ(http://www.kobe-fc.com/)や SNS(フェイスブック) 

でも活動の報告や募集案内をしています。子どもだけでなく、大人のスクールも開催して

おり、様々な年代の男女が初級・中級に分かれて競技力向上だけでなく、健康促進や友達

作りなどを目指して活動をしています。 

2020 年はクラブ創立 50 周年、様々なイベントも企画しています。興味、関心のある方

はぜひ、一度ご連絡ください。 
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兵庫県緑の少年団連盟 

緑の少年団は、次代を担う子どもたちが森林での学習活動、地域の社会奉仕活動、レク

リエーション活動を通じて自然を愛し、自ら社会を愛する心豊かな人間に育っていくこと

を目的とした、子どもたち主体の団体です。(会員数 2018 年 5 月現在、146 団 8,224 名) 

≪連盟の主な活動≫ 

(1)活動発表会・少年団交流会(2 年に 1 回) 

県内各地域の少年団が、活動発表や、里山整備、ロープ遊びなどを通して、交流を 

深め、一層の活動の活性化を目指します。 

(2)指導者研修会・少年団交流会(２年に１回) 

少年団の指導者の心得を学ぶ機会を提供するとともに、互いの情報を交換し、少年団 

活動の活発化を目指します。少年団には自然観察や木工体験を行い、交流を深めます。 

(3)緑の少年団のつどい 

ひょうご森のまつりの式典での宣誓、緑の募金呼びか 

けや里山整備を行います。 

(4)出前講座 

森林に関わる活動をサポートし、知識を深め、親しん 

でもらうことを目的に、希望する少年団に講師を派遣し、 

森林の大切さの学習、体験活動(里山整備、自然観察、 

ネイチャーゲーム等)を指導します。 

(5)少年団への助成 

結成や活動に必要な経費を助成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひょうご青少年憲章 
 

１ 自分を大切にし、自らを律し、お行いに責任をもって生きていこう 

 

２ ふれあいを深め、正義感をもち、社会を担う一人として生きていこう 

 

３ 人の痛みや喜びを感じあえる心をもって生きていこう 

 

４ 多様な人々の存在を受け入れ、ともに支えあって生きていこう 

 

５ 自然を愛し、生命を尊び、みえない世界にも襟を正して生きていこう 

 

６ 先人に学び、明日に夢をえがき、勇気をもって未来を拓いていこう 

 

       ２０００年 3 月 15 日制定 新兵庫県青少年憲章制定県民会議 
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兵庫県青少年団体連絡協議会加盟団体一覧（2019 年 4 月）  

 

団　体　名 郵便番号 住　　　　所 電話番号

651-0062 神戸市中央区坂口通2-1-1兵庫県福祉センター6階 078-221-4081

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

650-0011 神戸市中央区下山手通4-16-3県民会館8階 078-333-1781

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.bs-hyogo.gr.jp/

650-0011 神戸市中央区下山手通4-16-3県民会館8階 078-891-7025

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

650-0011 神戸市中央区下山手通4-16-3県民会館8階 078-754-8631

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

650-0001 神戸市中央区加納町2-7-11 078-241-7201

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

651-0093 神戸市中央区二宮町1-12-10 078-231-6201

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

650-0011 神戸市中央区下山手通4-16-3県民会館7階 078-891-7419

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

673-0892 明石市本町1-6-1人丸堂ビル3階 078-241-7201

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

651-0094 神戸市中央区琴ノ緒町5-3-5グリーンシャポービル703 078-242-0423

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

651-1232 神戸市北区松が枝町2-17-3 078-583-6884

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

655-0049 神戸市垂水区狩口台5-1-101 078-782-9697

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

672-8088 姫路市飾磨区英賀西町2-15-2 079-230-0661

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

672-0100 姫路市家島町西島 079-327-1508

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

650-0011 神戸市中央区下山手通4-16-3県民会館7階 078-891-7330

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

650-0046 神戸市中央区港島中町6-1神戸商工会議所会館6階 078-303-0075

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

662-0854 兵庫県西宮市櫨塚町３−５ 0798-33-1615

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

650-0011 神戸市中央区下山手通4-16-3県民会館6階 078-332-2344

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

650-0011 神戸市中央区下山手通4-16-3県民会館8階(公財兵庫県青少年本部内) 078-891-7410

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

650-0013 神戸市中央区花隈町6-19商工会館内 078-371-1261

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

650-0011 神戸市中央区下山手通4-16-3県民会館8階(公財兵庫県青少年本部内) 078-891-7410

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

650-0016 神戸市中央区橘通1-4-1神戸保護観察所内 078-351-4016

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

651-0085 神戸市中央区八幡通3-2-5IN東洋ビル201 078-252-7130

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

650-8567 神戸市中央区下山手通5-10-1兵庫県農政環境部豊かな森づくり課内 078-362-3613

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

yutakanamorizukuri@pref.hyogo.lg.jp

https://web.pref.hyogo.lg.jp/nk21/af15_000000006.html

http://mchyogo.sitemix.jp/

sanyo@mbh.nifty.com

http://www.kobe.ywca.or.jp/top/

http://shosapo.jp/

http://www.kobe-fc.com/

https://www.shokoren.or.jp/impulse/

http://www.geocities.jp/is_taiken/index.html

http://www.jaycee.or.jp/2018/kinki/hyogo/

suposyou@hyogo-sports.jp
http://www.hyogo-sports.jp/modules/pico/index.php

office@hyogo-world-youth.org

https://www.facebook.com/hyogoworld/

kiso@mbe.nifty.com

http://kisokobe.sub.jp/

https://www.kobeymca.org/

office@kobe.ywca.or.jp

info@hyogo-yodai.net

http://hyogo-yodai.net/

公 益 社 団 法 人 神 戸 Ｙ Ｍ Ｃ Ａ

公 益 社 団 法 人 神 戸 Ｙ Ｗ Ｃ Ａ

兵庫県モラロジー青少年団体連絡協議会

兵 庫 県 世 界 青 年 友 の 会

https://www.facebook.com/hyogo.iyeo

hyogo.hyh@gmail.com

https://sites.google.com/site/hyogoyha/

http://www.kobejc.or.jp/

一 般 社 団 法 人 神 戸 国 際 支 縁 機 構

一般社団法人 神 戸フ ット ボー ルク ラブ

兵 庫 県 青 年 洋 上 大 学 同 窓 会

一 般 財団 法人 兵庫 県少 林寺 拳法 連盟

兵 庫 県 緑 の 少 年 団 連 盟

兵 庫 県 青 年 国 際 交 流 機 構 （ Ｉ Ｙ Ｅ Ｏ )

兵 庫 県 商 工 会 青 年 部 連 合 会

特定非営利活動法人生涯学習サポート兵庫

一 般 社 団 法 人 い え し ま 自然 体験 協会

兵 庫 県 ユ ー ス ホ ス テ ル 協 会

一 般 社 団 法 人 神 戸 青 年 会 議 所

公 益 社 団 法 人 日 本 青 年 会 議 所

近 畿 地 区 兵 庫 ブ ロ ッ ク 協 議 会

兵 庫 県 ス ポ ー ツ 少 年 団

兵 庫 県 Ｂ Ｂ Ｓ 連 盟 　

一 般 社 団 法 人 兵 庫 県 子 ど も 会 連 合 会

兵 庫 県 連 合 青 年 団

日 本 ボ ー イ ス カ ウ ト 兵 庫 連 盟

一般社団法人 ガ ールスカウト兵 庫県 連盟

一 般 財 団法 人 野 外活 動協 会（ Ｏ Ａ Ａ ） czg03047@nifty.com

http://oaa.hyogo.jp/

info@hyogo-kodomokai.org

https://www.kodomo-kai.or.jp/hyogo/

info＠bs-hyogo.gr.jp 

団　体　名 郵便番号 住　　　　所 電話番号

651-0062
神戸市中央区坂口通2-1-1
兵庫県福祉センター6階

078-221-4081

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

650-0011
神戸市中央区下山手通4-16-3
県民会館8階

078-333-1781

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.bs-hyogo.gr.jp/

650-0011
神戸市中央区下山手通4-16-3
県民会館8階

078-891-7025

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

650-0011
神戸市中央区下山手通4-16-3
県民会館8階

078-754-8631

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

650-0001 神戸市中央区加納町2-7-11 078-241-7201

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

651-0093 神戸市中央区二宮町1-12-10 078-231-6201

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

650-0011
神戸市中央区下山手通4-16-3
県民会館7階

078-891-7419

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

673-0892 明石市本町1-6-1人丸堂ビル3階 078-241-7201

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

651-0094
神戸市中央区琴ノ緒町5-3-5
グリーンシャポービル703

078-242-0423

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

651-1232 神戸市北区松が枝町2-17-3 078-583-6884

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

655-0049 神戸市垂水区狩口台5-1-101 078-782-9697

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

672-8088 姫路市飾磨区英賀西町2-15-2 079-230-0661

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

一 般 社 団 法 人 兵 庫 県 子 ど も 会 連 合 会

日 本 ボ ー イ ス カ ウ ト 兵 庫 連 盟

一般社団法人 ガールスカウ ト兵庫県連盟

一 般 財 団 法 人 野 外 活 動 協 会 （ Ｏ Ａ Ａ ）
czg03047@nifty.com

http://oaa.hyogo.jp/

info@hyogo-kodomokai.org

https://www.kodomo-kai.or.jp/hyogo/

info＠bs-hyogo.gr.jp 

一 般 社 団 法 人 神 戸 国 際 支 縁 機 構

https://www.gsj-hyogo.org

兵 庫 県 青 年 洋 上 大 学 同 窓 会

一 般 財 団 法 人 兵 庫 県 少 林 寺 拳 法 連 盟

特定非営利活動法人生涯学習サポート兵庫

https://www.kobeymca.org/

office@kobe.ywca.or.jp

info@hyogo-yodai.net

http://hyogo-yodai.net/

office@hyogo-world-youth.org

https://www.facebook.com/hyogoworld/

kiso@mbe.nifty.com

http://kisokobe.sub.jp/

公 益 社 団 法 人 神 戸 Ｙ Ｍ Ｃ Ａ

公 益 社 団 法 人 神 戸 Ｙ Ｗ Ｃ Ａ

兵庫県モラロジー青少年団体連絡協議会

兵 庫 県 世 界 青 年 友 の 会

gshyogo@ceres.ocn.ne.jp

http://mchyogo.sitemix.jp/

sanyo@mbh.nifty.com

http://www.kobe.ywca.or.jp/top/

http://shosapo.jp/
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団　体　名 郵便番号 住　　　　所 電話番号

672-0100 姫路市家島町西島 079-327-1508

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

650-0011
神戸市中央区下山手通4-16-3
県民会館7階

078-891-7330

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

650-0046
神戸市中央区港島中町6-1
神戸商工会議所会館6階

078-303-0075

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

662-0854 兵庫県西宮市櫨塚町３−５ 0798-33-1615

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

650-0011
神戸市中央区下山手通4-16-3
県民会館6階

078-332-2344

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

650-0011
神戸市中央区下山手通4-16-3
県民会館8階
(公財兵庫県青少年本部内)

078-891-7410

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

650-0013
神戸市中央区花隈町6-19
商工会館内

078-371-1261

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

650-0011
神戸市中央区下山手通4-16-3
県民会館8階
(公財兵庫県青少年本部内)

078-891-7410

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

650-0016
神戸市中央区橘通1-4-1
神戸保護観察所内

078-351-4016

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

651-0085
神戸市中央区八幡通3-2-5
IN東洋ビル201

078-252-7130

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

650-8567
神戸市中央区下山手通5-10-1
兵庫県農政環境部
豊かな森づくり課内

078-362-3613

Mail

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://web.pref.hyogo.lg.jp/nk21/af15_000000006.html .

http://www.kobe-fc.com/

https://www.shokoren.or.jp/impulse/

http://www.geocities.jp/is_taiken/index.html

http://www.jaycee.or.jp/2018/kinki/hyogo/

suposyou@hyogo-sports.jp

http://www.hyogo-sports.jp/modules/pico/index.php

yutakanamorizukuri@pref.hyogo.lg.jp

https://www.facebook.com/hyogo.iyeo

hyogo.hyh@gmail.com

https://sites.google.com/site/hyogoyha/

http://www.kobejc.or.jp/

一般社団法人 神 戸フ ッ ト ボー ル ク ラブ

兵 庫 県 緑 の 少 年 団 連 盟

兵 庫 県 青 年 国 際 交 流 機 構 （ Ｉ Ｙ Ｅ Ｏ )

兵 庫 県 商 工 会 青 年 部 連 合 会

一 般 社 団 法 人 い え し ま 自 然 体 験 協 会

兵 庫 県 ユ ー ス ホ ス テ ル 協 会

一 般 社 団 法 人 神 戸 青 年 会 議 所

公 益 社 団 法 人 日 本 青 年 会 議 所
近 畿 地 区 兵 庫 ブ ロ ッ ク 協 議 会

兵 庫 県 ス ポ ー ツ 少 年 団

兵 庫 県 Ｂ Ｂ Ｓ 連 盟
　

兵 庫 県 連 合 青 年 団

－ 15 －



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県青少年団体連絡協議会  
〒650-0011 神戸市中央区下山手通４丁目 16－3 
      兵庫県民会館８階  
公益財団法人  兵庫県青少年本部  活動支援部内  
      電話０７８（８９１）７４１０  




